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第６章 過去の火災事例と分析 

 

6.1 鋼橋工事における過去の火災事例と分析 

鋼道路橋に関わる工事における火災の原因や形態などを明らかにするために、（一社）日本橋梁建設協

会の会員各社に対して，施工中の火災事例に関するアンケート調査を行った。 

 

6.1.1 調査の質問 

 

アンケート（質問）内容を以下に示す。 

Q：施工中に火災事故を起こした，または火災事故を起こしそうになった事例について，以下を回答し

てください。 

①それはいつでしょうか？ 

施工年度（西暦）を記入 

②橋梁の構造形式は？ 

Ａ．Ｉ桁橋 Ｂ．箱桁橋 Ｃ．鋼床版桁橋 Ｄ．鋼製橋脚 Ｅ．その他 

③主構造の継手形式は？ 

Ａ．HTB Ｂ．現場溶接 Ｃ．併用継手 

④施工場所は？ 

Ａ．河川上 Ｂ．道路上 Ｃ．鉄道上 Ｄ．市街地 Ｅ．陸上部 Ｆ．その他 

⑤火災場所は？  

Ａ．桁下ヤード Ｂ．仮設ヤード Ｃ．箱桁等の桁内 Ｄ．足場上 Ｅ．橋面上 Ｆ．その他 

⑥火災の規模は？ 

Ａ．小火（ボヤ） Ｂ．部分焼け Ｃ．半焼（消防車が消火・消防車は出動せず自主消火した） 

⑦火災を起こしたときの工種は？  

Ａ．準備工 Ｂ．架設工 Ｃ．溶接工 Ｄ．支承工 Ｅ．塗装工 Ｆ．床版工 Ｇ．その他 

⑧火災の原因は？  

Ａ．溶接作業 Ｂ．溶断作業（ガス切断等） Ｃ．焚き火の火の粉 Ｄ．練炭コンロ 

Ｅ．その他 

⑨何が燃えたか（具体的な場所）？ 

Ａ．草関連 Ｂ．発泡関連 Ｃ．養生マット Ｄ．木製関連 Ｅ．酸素・アセチレン関連 

Ｆ．その他 

⑩火災後に行った防火対策は？  

Ａ．防火養生 Ｂ．消火設備の設置 Ｃ．可燃物の撤去 Ｄ．見張り員を配置  

Ｅ．教育・周知徹底 Ｆ．焚き火の禁止 Ｇ．逆火防止装置 Ｈ．その他 
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6.1.2 調査の回答 

アンケート（質問）の結果，59 件の事例が寄せられた。これらの集計，分析結果について以下に

紹介する。 
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1
1

2
0

0
6

2
0

0
9

2
0

0
7

1
9

9
4

2
0

0
1

E
：

そ
の

他
(不

明
（

不
審

火
？

）
)

A
：

溶
接

作
業

A
：

草
関

連
(除

草
後

に
集

積
し

、
仮

置
き

状
態

の
草

)

E
：

そ
の

他
(接

着
剤

の
攪

拌
機

の
火

花
)

A
：

溶
接

作
業

F
：

そ
の

他
(接

着
剤

の
シ

ン
ナ

ー
)

A
：

草
関

連
(養

生
芝

)

F
：

そ
の

他
(紙

ゴ
ミ

、
廃

プ
ラ

ゴ
ミ

)

A
：

草
関

連
(枯

れ
草

)
A

：
溶

接
作

業

G
：

そ
の

他
(床

版
補

強
の

鋼
板

接
着

)

G
：

そ
の

他
(型

枠
ｾ
ﾊ
ﾟ
ﾚ
ｰ
ﾀ
金

具
溶

接
時

)

C
：

溶
接

工
(溶

接
に

よ
る

下
部

工
検

査
路

ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｹ
ｯ
ﾄ
取

付
時

)

G
：

そ
の

他
(不

明
)

C
：

溶
接

工
(補

強
部

材
取

付
溶

接
時

)

C
：

溶
接

工
(桁

上
に

て
仮

設
治

具
を

溶
接

作
業

中
)

A
：

溶
接

作
業

G
：

そ
の

他
(伸

縮
装

置
取

替
)

B
：

溶
断

作
業

(ガ
ス

切
断

等
)

F
：

そ
の

他
(光

ケ
ー

ブ
ル

)

G
：

そ
の

他
(伸

縮
装

置
取

替
え

（
フ

ィ
ン

ガ
ー

切
断

）
)

B
：

溶
断

作
業

(ガ
ス

切
断

等
)

F
：

そ
の

他
(非

排
水

構
造

の
詰

め
物

)

G
：

そ
の

他
(伸

縮
装

置
の

障
害

物
切

断
中

)
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
F

：
そ

の
他

(安
全

ネ
ッ

ト
(束

ね
た

部
分

))

A
：

草
関

連
(枯

草
)

C
：

養
生

マ
ッ

ト
(養

生
用

ブ
ル

ー
シ

ー
ト

)

A
：

草
関

連
(枯

れ
草

)

B
：

溶
断

作
業

(ガ
ス

切
断

等
)

D
：

練
炭

コ
ン

ロ

B
：

架
設

工
(吊

金
具

切
断

時
)

G
：

そ
の

他
(寒

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
養

生
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

F
：

そ
の

他
(電

気
・

通
信

ケ
ー

ブ
ル

防
護

管
)

F
：

そ
の

他
(H

T
B

仮
ボ

ル
ト

用
の

麻
袋

)

B
：

溶
断

作
業

(ガ
ス

切
断

等
)

G
：

そ
の

他
(既

設
横

桁
ガ

ス
切

断
)

G
：

そ
の

他
(現

場
溶

接
補

修
時

の
ガ

ウ
ジ

ン
グ

)
E

：
そ

の
他

(現
場

溶
接

補
修

時
の

ガ
ウ

ジ
ン

グ
)

F
：

床
版

工
(既

設
地

覆
嵩

上
げ

の
鉄

筋
溶

接
)

A
：

溶
接

作
業

F
：

そ
の

他
(足

場
・

既
設

橋
梁

)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)

C
：

半
焼

(消
防

車
が

消
火

)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
が

消
火

)

B
：

部
分

焼
け

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
が

消
火

)

D
：

足
場

上
(床

版
下

面
足

場
)

A
：

桁
下

ヤ
ー

ド
(の

り
面

部
)

A
：

桁
下

ヤ
ー

ド
(作

業
場

内
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
橋

脚
横

)

A
：

桁
下

ヤ
ー

ド
(空

き
地

)
A

：
小

火
（

ボ
ヤ

）
(消

防
車

は
出

動
せ

ず
自

主
消

火
し

た
)

C
：

半
焼

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)

C
：

半
焼

(消
防

車
が

消
火

)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)

表
-6
.1
.1

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
一
覧
そ
の
１



Ⅵ-4 

N
o
.

①
施

工
年

度
?

②
構

造
形

式
?

③
継

手
形

式
?

④
施

工
場

所
?

⑤
火

災
場

所
？

(具
体

的
な

箇
所

)
⑥

火
災

の
規

模
？

⑦
火

災
時

の
工

種
(具

体
的

な
箇

所
)

⑧
火

災
の

原
因

⑨
何

が
燃

え
た

か
？

(具
体

的
な

箇
所

)
⑩

火
災

後
の

防
火

対
策

A
 ：

 防
火

養
生

(切
断

箇
所

に
防

火
シ

ー
ト

)

B
 ：

 消
火

設
備

の
設

置
(消

化
器

、
防

火
用

水
の

設
置

)

D
 ：

 見
張

り
員

を
配

置
(見

張
り

員
の

設
置

)

E
 ：

 教
育

・
周

知
徹

底
(再

発
防

止
教

育
の

実
施

)

A
 ：

 防
火

養
生

(切
断

時
の

火
の

粉
養

生
（

ブ
リ

キ
板

))

B
 ：

 消
火

設
備

の
設

置
(散

水
設

備
(水

タ
ン

ク
、

ハ
イ

ウ
ォ

ッ
シ

ャ
ー

))

2
3

2
0

1
3

A
：

Ｉ
桁

橋
A

：
H

T
B

F
：

そ
の

他
(湖

)
A

：
桁

下
ヤ

ー
ド

(法
面

の
枯

れ
草

)
A

：
小

火
（

ボ
ヤ

）
(消

防
車

は
出

動
せ

ず
自

主
消

火
し

た
)

G
：

そ
の

他
(ベ

ン
ト

杭
切

断
時

)
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
A

：
草

関
連

(枯
れ

草
)

B
 ：

 消
火

設
備

の
設

置
(防

火
用

水
の

設
置

)

A
 ：

 防
火

養
生

D
 ：

 見
張

り
員

を
配

置

E
 ：

 教
育

・
周

知
徹

底

A
 ：

 防
火

養
生

(火
花

養
生

の
徹

底
)

D
 ：

 見
張

り
員

を
配

置
(作

業
箇

所
に

見
張

り
員

配
置

)

H
 ：

 そ
の

他
(非

排
水

材
部

へ
の

散
水

)

E
 ：

 教
育

・
周

知
徹

底
(機

材
使

用
方

法
に

つ
い

て
)

H
 ：

 そ
の

他
(供

用
電

源
に

変
更

)

2
7

2
0

0
3

A
：

Ｉ
桁

橋
A

：
H

T
B

E
：

陸
上

部
A

：
桁

下
ヤ

ー
ド

(桁
下

の
法

面
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
が

消
火

)
F

：
床

版
工

(セ
パ

の
溶

接
時

)
A

：
溶

接
作

業
A

：
草

関
連

(法
面

の
草

)
A

 ：
 防

火
養

生
(溶

接
部

付
近

の
足

場
に

防
火

シ
ー

ト
)

2
8

2
0

0
9

A
：

Ｉ
桁

橋
A

：
H

T
B

D
：

市
街

地
A

：
桁

下
ヤ

ー
ド

(歩
道

橋
の

鋼
製

脚
廻

り
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)
G

：
そ

の
他

(歩
道

橋
の

手
摺

補
修

作
業

)
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
F

：
そ

の
他

(支
柱

外
面

養
生

シ
ー

ト
)

C
 ：

 可
燃

物
の

撤
去

2
9

2
0

1
1

C
：

鋼
床

版
桁

橋
A

：
H

T
B

B
：

道
路

上
A

：
桁

下
ヤ

ー
ド

(横
断

歩
道

上
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
が

消
火

)
G

：
そ

の
他

(路
下

横
断

歩
道

部
用

照
明

器
具

)
E

：
そ

の
他

(ハ
ロ

ゲ
ン

ラ
イ

ト
)

D
：

木
製

関
連

(木
製

足
場

板
)

H
 ：

 そ
の

他
(固

縛
の

強
化

と
可

燃
物

の
除

去
)

A
 ：

 防
火

養
生

(事
前

に
散

水
)

D
 ：

 見
張

り
員

を
配

置

E
 ：

 教
育

・
周

知
徹

底

3
1

2
0

1
1

C
：

鋼
床

版
桁

橋
A

：
H

T
B

A
：

河
川

上
D

：
足

場
上

(板
張

り
防

護
・

シ
ー

ト
養

生
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)
G

：
そ

の
他

(既
設

ス
ラ

ブ
筋

溶
断

時
)

B
：

溶
断

作
業

(ガ
ス

切
断

等
)

D
：

木
製

関
連

(板
張

り
防

護
ベ

ニ
ヤ

板
)

A
 ：

 防
火

養
生

(防
火

シ
ー

ト
及

び
鋼

製
囲

い
設

置
)

E
 ：

 教
育

・
周

知
徹

底
(作

業
員

へ
火

元
確

認
の

徹
底

指
導

)

H
 ：

 そ
の

他
(燃

料
補

給
時

、
火

元
確

認
時

、
職

員
立

会
)

B
 ：

 消
火

設
備

の
設

置
(橋

梁
上

に
消

火
用

水
配

管
)

E
 ：

 教
育

・
周

知
徹

底
(ガ

ス
溶

断
時

の
防

火
対

策
を

教
育

)

A
 ：

 防
火

養
生

E
 ：

 教
育

・
周

知
徹

底

A
 ：

 防
火

養
生

(火
の

粉
養

生
の

再
点

検
と

徹
底

)

D
 ：

 見
張

り
員

を
配

置
(溶

接
時

の
桁

下
見

張
り

員
の

配
置

)

B
：

発
砲

関
連

(胴
巻

き
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

発
砲

ス
チ

ロ
ー

ル
)

F
：

そ
の

他
(胴

巻
き

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
ニ

グ
ロ

セ
メ

ン
ト

)

A
 ：

 防
火

養
生

(防
炎

シ
ー

ト
・

ト
タ

ン
板

に
よ

る
飛

散
養

生
)

C
 ：

 可
燃

物
の

撤
去

(資
材

置
き

場
の

移
設

及
び

防
炎

シ
ー

ト
に

交
換

)

C
：

養
生

マ
ッ

ト
D

 ：
 見

張
り

員
を

配
置

(職
員

1
名

+
警

備
員

)

F
：

そ
の

他
(ブ

ル
ー

シ
ー

ト
)

H
 ：

 そ
の

他
(ジ

ェ
ッ

ト
ヒ

ー
タ

ー
に

変
更

)

3
9

2
0

0
0

E
：

そ
の

他
(ペ

デ
ス

ト
リ

ア
ン

デ
ッ

キ
)

A
：

H
T

B
D

：
市

街
地

F
：

そ
の

他
(橋

脚
上

)
A

：
小

火
（

ボ
ヤ

）
F

：
床

版
工

(床
版

養
生

時
)

D
：

練
炭

コ
ン

ロ
C

：
養

生
マ

ッ
ト

(ブ
ル

ー
シ

ー
ト

)
H

 ：
 そ

の
他

(練
炭

養
生

か
ら

ヒ
ー

タ
ー

養
生

に
変

更
)

B
 ：

 消
火

設
備

の
設

置
(バ

ケ
ツ

・
ロ

ー
プ

)

D
 ：

 見
張

り
員

を
配

置
(専

任
の

見
張

り
員

の
看

視
)

E
 ：

 教
育

・
周

知
徹

底
(作

業
対

策
の

周
知

と
消

火
手

順
教

育
)

A
：

Ｉ
桁

橋
B

：
道

路
上

E
 ：

 教
育

・
周

知
徹

底
(初

歩
的

取
扱

要
領

確
認

)

B
：

箱
桁

橋
D

：
市

街
地

H
 ：

 そ
の

他
(規

制
前

の
点

検
・

確
認

)

D
 ：

 見
張

り
員

を
配

置
(監

視
員

の
監

視
範

囲
を

広
げ

た
)

E
 ：

 教
育

・
周

知
徹

底
(全

作
業

員
に

周
知

し
た

)

B
 ：

 消
火

設
備

の
設

置
(ウ

ォ
ー

タ
ー

ジ
ェ

ッ
ト

で
常

時
散

水
)

D
 ：

 見
張

り
員

を
配

置
(見

張
り

員
配

置
)

4
4

1
9

9
9

E
：

そ
の

他
(補

修
工

事
)
：

　
D

：
市

街
地

A
：

桁
下

ヤ
ー

ド
(車

上
の

発
電

機
)

B
：

部
分

焼
け

(消
防

車
が

消
火

)
D

：
支

承
工

(支
承

取
替

え
に

お
け

る
溶

接
作

業
)

E
：

そ
の

他
(発

電
機

の
漏

電
に

よ
る

燃
料

へ
の

引
火

)F
：

そ
の

他
(発

電
機

及
び

車
)

H
 ：

 そ
の

他
(総

点
検

の
実

施
)

C
：

鋼
床

版
桁

橋
B

：
道

路
上

B
 ：

 消
火

設
備

の
設

置
(消

火
器

、
防

火
水

の
設

置
)

D
：

鋼
製

橋
脚

E
：

陸
上

部
D

 ：
 見

張
り

員
を

配
置

E
 ：

 教
育

・
周

知
徹

底

D
：

足
場

上
(伸

縮
継

手
下

部
)

E
：

橋
面

上
(伸

縮
継

手
)

A
 ：

 防
火

養
生

C
 ：

 可
燃

物
の

撤
去

4
8

2
0

0
2

C
：

鋼
床

版
桁

橋
B

：
現

場
溶

接
B

：
道

路
上

A
：

桁
下

ヤ
ー

ド
(桁

下
の

道
路

上
)

C
：

半
焼

(消
防

車
が

消
火

)
G

：
そ

の
他

E
：

そ
の

他
(交

通
事

故
で

車
両

炎
上

)
F

：
そ

の
他

(事
故

車
両

で
鋼

桁
塗

装
)

H
 ：

 そ
の

他

E
：

橋
面

上
D

：
支

承
工

(養
生

時
)

F
：

そ
の

他
(橋

台
)

F
：

床
版

工
(養

生
時

)

5
0

2
0

0
7

E
：

そ
の

他
：

　
B

：
道

路
上

F
：

そ
の

他
(詰

所
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)
G

：
そ

の
他

E
：

そ
の

他
(詰

所
内

で
餅

を
焼

い
て

い
た

ら
横

の
消

火
器

が
破

裂
し

た
)

F
：

そ
の

他
(燃

え
た

も
の

は
な

し
)

F
 ：

 焚
き

火
の

禁
止

5
1

2
0

0
7

B
：

箱
桁

橋
A

：
H

T
B

A
：

河
川

上
F

：
そ

の
他

(河
川

敷
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)
B

：
架

設
工

(吊
ピ

ー
ス

切
断

時
)

B
：

溶
断

作
業

(ガ
ス

切
断

等
)

A
：

草
関

連
B

 ：
 消

火
設

備
の

設
置

5
2

2
0

0
6

A
：

Ｉ
桁

橋
A

：
H

T
B

A
：

河
川

上
D

：
足

場
上

(吊
足

場
上

)
A

：
小

火
（

ボ
ヤ

）
F

：
床

版
工

(寒
中

養
生

)
D

：
練

炭
コ

ン
ロ

F
：

そ
の

他
(ブ

ル
ー

シ
ー

ト
)

D
 ：

 見
張

り
員

を
配

置
(夜

間
点

検
の

回
数

を
増

や
し

た
)

D
：

練
炭

コ
ン

ロ
2

0
0

6
A

：
Ｉ

桁
橋

A
：

H
T

B
A

：
河

川
上

H
 ：

 そ
の

他
(養

生
の

骨
組

み
構

造
を

補
強

し
た

)
4

9
A

：
小

火
（

ボ
ヤ

）
(消

防
車

は
出

動
せ

ず
自

主
消

火
し

た
)

C
：

箱
桁

等
の

桁
内

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)
C

：
溶

接
工

(脚
内

溶
接

)
A

：
溶

接
作

業
F

：
そ

の
他

(H
T

B
の

箱
、

ウ
ェ

ス
)

C
：

養
生

マ
ッ

ト
(強

風
で

骨
組

み
木

材
が

変
形

し
、

養
生

シ
ー

ト
が

燃
え

た
)

G
：

そ
の

他
(伸

縮
継

手
撤

去
時

)
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
D

：
木

製
関

連
(足

場
板

)
D

 ：
 見

張
り

員
を

配
置

(消
火

器
・

消
火

バ
ケ

ツ
を

持
っ

て
)

4
7

2
0

1
4

D
：

鋼
製

橋
脚

B
：

現
場

溶
接

B
：

道
路

上

C
：

溶
接

工
(溶

接
治

具
撤

去
時

)
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
A

：
草

関
連

(草
)

4
6

1
9

9
5

A
：

Ｉ
桁

橋
A

：
H

T
B

A
：

河
川

上
A

：
小

火
（

ボ
ヤ

）
(消

防
車

は
出

動
せ

ず
自

主
消

火
し

た
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)
A

：
準

備
工

(工
事

用
桟

橋
構

築
中

の
ガ

ス
溶

断
時

)
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
A

：
草

関
連

(山
間

部
の

草
及

び
雑

木
)

4
5

2
0

0
0

C
：

併
用

継
手

A
：

桁
下

ヤ
ー

ド
(道

路
法

面
)

B
：

部
分

焼
け

(消
防

車
が

消
火

)

C
：

溶
接

工
(箱

桁
組

立
溶

接
作

業
時

)
A

：
溶

接
作

業
A

：
草

関
連

(枯
草

)

4
3

1
9

9
9

A
：

Ｉ
桁

橋
A

：
H

T
B

E
：

陸
上

部
A

：
桁

下
ヤ

ー
ド

(山
間

部
の

工
事

用
桟

橋
)

E
：

そ
の

他
(エ

ン
ジ

ン
停

止
せ

ず
に

発
電

機
へ

の
給

油
)

F
：

そ
の

他
(発

電
機

)

4
2

2
0

0
2

B
：

箱
桁

橋
B

：
現

場
溶

接
D

：
市

街
地

B
：

仮
設

ヤ
ー

ド
(地

上
架

設
ヤ

ー
ド

内
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

4
1

2
0

1
3

A
：

H
T

B
F

：
そ

の
他

(桁
下

で
歩

道
上

)
A

：
小

火
（

ボ
ヤ

）
(消

防
車

は
出

動
せ

ず
自

主
消

火
し

た
)

G
：

そ
の

他
(夜

間
道

路
規

制
中

)

A
：

桁
下

ヤ
ー

ド
(桁

下
搬

入
路

)
A

：
小

火
（

ボ
ヤ

）
(消

防
車

は
出

動
せ

ず
自

主
消

火
し

た
)

A
：

準
備

工
(既

設
鋼

製
柵

支
柱

切
断

)
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
A

：
草

関
連

(枯
草

)

E
：

橋
面

上
(壁

高
欄

の
寒

中
養

生
シ

ー
ト

(約
3

0
m

))
B

：
部

分
焼

け
(消

防
車

が
消

火
)

F
：

床
版

工
(壁

高
欄

、
寒

中
養

生
中

)
D

：
練

炭
コ

ン
ロ

4
0

1
9

9
8

E
：

そ
の

他
(P

C
中

空
床

版
橋

)
：

A
：

河
川

上

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)
C

：
溶

接
工

(鋼
床

版
溶

接
欠

陥
部

の
ガ

ウ
ジ

ン
グ

作
業

)
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
F

：
そ

の
他

(塩
ビ

管
及

び
養

生
用

ブ
ル

ー
シ

ー
ト

)

3
8

2
0

0
6

A
：

Ｉ
桁

橋
C

：
併

用
継

手
B

：
道

路
上

3
7

2
0

1
4

C
：

鋼
床

版
桁

橋
A

：
H

T
B

F
：

そ
の

他
A

：
桁

下
ヤ

ー
ド

(架
設

ヤ
ー

ド
内

ベ
ン

ト
間

に
設

け
た

資
材

置
き

場
)

F
：

そ
の

他
(胴

巻
き

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
、

地
下

1
0

m
)

C
：

半
焼

(消
防

車
が

消
火

)
G

：
そ

の
他

(胴
巻

き
コ

ン
ク

リ
ー

ト
型

枠
組

立
時

セ
パ

の
溶

接
禁

止
)

E
：

そ
の

他
(型

枠
組

立
時

の
セ

パ
溶

接
時

)
H

 ：
 そ

の
他

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)
C

：
溶

接
工

(鋼
床

版
継

ぎ
手

部
C

O
2

溶
接

作
業

)
A

：
溶

接
作

業
A

：
草

関
連

(溶
接

時
の

火
花

が
桁

下
高

速
道

路
法

面
に

落
下

し
雑

草
が

燃
え

た
)

3
6

2
0

1
3

D
：

鋼
製

橋
脚

B
：

現
場

溶
接

D
：

市
街

地

3
5

2
0

0
2

C
：

鋼
床

版
桁

橋
B

：
現

場
溶

接
B

：
道

路
上

A
：

桁
下

ヤ
ー

ド
(高

速
道

路
法

面
)

D
：

足
場

上
(ア

ー
チ

橋
と

P
C

橋
の

鋼
製

接
合

部
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)
C

：
溶

接
工

(上
架

後
現

場
溶

接
時

)
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
C

：
養

生
マ

ッ
ト

B
：

部
分

焼
け

(消
防

車
が

消
火

)
G

：
そ

の
他

(旧
橋

解
体

中
)

B
：

溶
断

作
業

(ガ
ス

切
断

等
)

D
：

木
製

関
連

(木
製

ト
ラ

ス
)

3
4

2
0

1
4

E
：

そ
の

他
(ア

ー
チ

)
B

：
現

場
溶

接
E

：
陸

上
部

3
3

1
9

9
3

E
：

そ
の

他
(木

橋
)

：
　

A
：

河
川

上
E

：
橋

面
上

(解
体

中
の

木
製

ト
ラ

ス
)

D
：

足
場

上
(吊

足
場

上
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)
F

：
床

版
工

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

養
生

(ジ
ェ

ッ
ト

ヒ
ー

タ
ー

燃
料

補
給

時
))

E
：

そ
の

他
(ジ

ェ
ッ

ト
ヒ

ー
タ

ー
灯

油
補

給
時

)
F

：
そ

の
他

(足
場

養
生

ブ
ル

ー
シ

ー
ト

)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

　
G

：
そ

の
他

(伸
縮

装
置

取
替

え
時

)
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
B

：
発

砲
関

連
(伸

縮
装

置
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
材

)

3
2

2
0

0
1

A
：

Ｉ
桁

橋
A

：
H

T
B

B
：

道
路

上

3
0

2
0

0
6

A
：

Ｉ
桁

橋
A

：
H

T
B

B
：

道
路

上
E

：
橋

面
上

(伸
縮

装
置

)

2
1

2
2

2
0

0
2

A
：

Ｉ
桁

橋
A

：
桁

下
ヤ

ー
ド

(鉄
道

隣
の

法
面

（
土

手
）

)
A

：
H

T
B

C
：

鉄
道

上

1
9

9
8

A
：

桁
下

ヤ
ー

ド
(雑

草
地

帯
)

A
：

河
川

上
A

：
H

T
B

A
：

Ｉ
桁

橋

2
6

1
9

8
5

2
5

F
：

そ
の

他
(桁

下
建

物
)

B
：

道
路

上
A

：
H

T
B

1
9

9
5

A
：

Ｉ
桁

橋
2

4

B
：

仮
設

ヤ
ー

ド
(現

場
詰

め
所

)
A

：
河

川
上

A
：

H
T

B
A

：
Ｉ

桁
橋

1
9

9
5

E
：

橋
面

上
(伸

縮
装

置
)

A
：

河
川

上
A

：
H

T
B

E
：

そ
の

他
(ト

ラ
ス

)

A
：

草
関

連
(土

手
の

枯
れ

草
)

B
：

溶
断

作
業

(ガ
ス

切
断

等
)

B
：

溶
断

作
業

(ガ
ス

切
断

等
)

A
：

草
関

連
(雑

草
)

B
：

架
設

工
(吊

り
ピ

ー
ス

切
断

時
)

C
：

溶
接

工
(補

剛
材

溶
接

時
，

溶
接

火
花

の
落

下
)

C
：

溶
接

工
(桁

端
部

で
の

溶
接

作
業

時
)

F
：

そ
の

他
(現

場
詰

め
所

)
E

：
そ

の
他

(コ
ー

ド
リ

ー
ル

を
巻

い
た

ま
ま

使
用

し
発

熱
し

て
発

火
)

G
：

そ
の

他
(現

場
詰

め
所

へ
の

電
力

供
給

)

A
：

溶
接

作
業

A
：

溶
接

作
業

F
：

そ
の

他
(伸

縮
装

置
の

非
排

水
材

)

F
：

そ
の

他

B
：

架
設

工
(吊

り
ピ

ー
ス

切
断

時
)

C
：

半
焼

(消
防

車
が

消
火

)

B
：

部
分

焼
け

(消
防

車
が

消
火

)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)

B
：

部
分

焼
け

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)

B
：

部
分

焼
け

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)

表
-
6
.
1
.
2

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
一
覧
そ
の
２



Ⅵ-5 

  

 

 

 

 

 

 

N
o
.

①
施

工
年

度
?

②
構

造
形

式
?

③
継

手
形

式
?

④
施

工
場

所
?

⑤
火

災
場

所
？

(具
体

的
な

箇
所

)
⑥

火
災

の
規

模
？

⑦
火

災
時

の
工

種
(具

体
的

な
箇

所
)

⑧
火

災
の

原
因

⑨
何

が
燃

え
た

か
？

(具
体

的
な

箇
所

)
⑩

火
災

後
の

防
火

対
策

A
 ：

 防
火

養
生

(防
火

シ
ー

ト
、

ト
タ

ン
板

等
で

養
生

)

B
 ：

 消
火

設
備

の
設

置
(消

火
器

、
バ

ケ
ツ

を
作

業
箇

所
に

設
置

)

D
 ：

 見
張

り
員

を
配

置
(桁

下
の

見
張

り
員

を
配

置
)

5
4

2
0

1
2

B
：

箱
桁

橋
A

：
H

T
B

E
：

陸
上

部
B

：
仮

設
ヤ

ー
ド

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)
B

：
架

設
工

(仮
設

備
機

材
加

工
施

工
時

)
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
A

：
草

関
連

(草
)

H
 ：

 そ
の

他
(施

工
場

所
の

変
更

)

E
 ：

 教
育

・
周

知
徹

底
(作

業
員

へ
の

周
知

徹
底

)

H
 ：

 そ
の

他
(古

い
分

電
盤

を
点

検
し

、
取

替
え

)

5
6

1
9

9
3

E
：

そ
の

他
(中

路
ア

ー
チ

)A
：

H
T

B
E

：
陸

上
部

E
：

橋
面

上
(鋼

床
版

上
に

置
い

て
あ

っ
た

産
廃

用
の

バ
ッ

カ
ン

内
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)
G

：
そ

の
他

(吊
ピ

ー
ス

切
断

)
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
F

：
そ

の
他

(現
場

か
ら

発
生

し
た

ゴ
ミ

(H
T

B
の

箱
等

))
H

 ：
 そ

の
他

(設
置

場
所

の
移

動
)

5
7

1
9

9
8

B
：

箱
桁

橋
A

：
H

T
B

A
：

河
川

上
F

：
そ

の
他

(河
川

敷
)

C
：

半
焼

(消
防

車
が

消
火

)
C

：
溶

接
工

(箱
桁

内
補

強
部

材
溶

接
時

)
A

：
溶

接
作

業
A

：
草

関
連

(河
川

敷
の

枯
草

)
D

 ：
 見

張
り

員
を

配
置

(溶
接

作
業

時
に

河
川

敷
に

専
任

配
置

)

A
 ：

 防
火

養
生

(ブ
リ

キ
板

を
広

い
範

囲
に

設
置

)

D
 ：

 見
張

り
員

を
配

置
(溶

接
作

業
時

に
足

場
直

下
に

専
任

配
置

)

H
 ：

 そ
の

他
(部

分
的

に
養

生
シ

ー
ト

を
撤

去
す

る
)

B
：

箱
桁

橋
A

：
河

川
上

A
：

桁
下

ヤ
ー

ド
(河

川
敷

、
土

手
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

F
：

床
版

工
(準

備
溶

接
)

A
：

溶
接

作
業

A
：

草
関

連
(芝

、
雑

草
)

A
 ：

 防
火

養
生

(特
別

ピ
ー

ス
切

断
防

護
設

備
)

E
：

そ
の

他
B

：
道

路
上

E
：

橋
面

上
C

：
半

焼
(消

防
車

が
消

火
)

G
：

そ
の

他
(本

体
ピ

ー
ス

切
断

、
橋

脚
防

水
工

)
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
E

：
酸

素
・

ア
セ

チ
レ

ン
関

連
(ホ

ー
ス

他
)

B
 ：

 消
火

設
備

の
設

置
(数

量
増

加
)

F
：

そ
の

他
(ア

セ
酸

素
ボ

ン
ベ

・
橋

脚
上

)
E

：
そ

の
他

(ボ
ン

ベ
逆

流
、

初
ロ

ッ
ト

工
種

取
扱

不
足

)
F

：
そ

の
他

(橋
脚

防
水

設
備

樹
脂

関
連

)
D

 ：
 見

張
り

員
を

配
置

(桁
下

見
張

り
員

配
置

、
警

備
船

追
加

)

E
 ：

 教
育

・
周

知
徹

底
(緊

急
周

知
、

ガ
ス

切
断

機
再

教
育

)

H
 ：

 そ
の

他
(初

ロ
ッ

ト
工

種
の

可
燃

性
確

認
周

知
)

G
：

そ
の

他
(補

強
部

材
ガ

ス
切

断
時

(橋
脚

外
面

))
B

：
溶

断
作

業
(ガ

ス
切

断
等

)
D

：
木

製
関

連
(木

製
足

場
板

)

5
9

A
：

H
T

B

5
8

2
0

1
1

1
9

9
3

D
：

鋼
製

橋
脚

A
：

H
T

B
D

：
市

街
地

D
：

足
場

上
(養

生
シ

ー
ト

と
板

張
り

の
間

)

B
：

仮
設

ヤ
ー

ド
(桁

地
組

立
ヤ

ー
ド

)
A

：
小

火
（

ボ
ヤ

）
(消

防
車

は
出

動
せ

ず
自

主
消

火
し

た
)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
は

出
動

せ
ず

自
主

消
火

し
た

)

C
：

溶
接

工
(鋼

床
版

溶
接

工
)

A
：

溶
接

作
業

F
：

そ
の

他
(分

電
盤

)

A
：

小
火

（
ボ

ヤ
）

(消
防

車
が

消
火

)
B

：
架

設
工

(既
設

コ
ン

ク
リ

ー
ト

床
版

撤
去

時
)

B
：

溶
断

作
業

(ガ
ス

切
断

等
)

A
：

草
関

連
(雑

草
・

灌
木

)

5
5

2
0

0
6

C
：

鋼
床

版
桁

橋
B

：
現

場
溶

接
E

：
陸

上
部

5
3

1
9

9
6

C
：

鋼
床

版
桁

橋
A

：
H

T
B

A
：

河
川

上
A

：
桁

下
ヤ

ー
ド

(川
岸

の
草

む
ら

、
灌

木
)

表
-6
.1
.3

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
一
覧
そ
の
３
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6.1.3 調査結果の分析 

59 件の事例に対して，設問によっては回答集計が 59 件に満たないものまたは超えるものがあるが，

これは回答無記入や１事例で複数回答されているためである。 

 

 

 

・2000 年以降に件数が多いのは，単に回答者の記憶に新しいため

と思われる。 

・発生年代別には特記するような特徴は見られない。しかし，近

年に至っても過去と変わらず，現場火災（事故扱いとならないボ

ヤ含む）が発生している事が伺える。 

・なお，発生年代と火災の規模に相関は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ある期間の橋梁年鑑データを集計すると，新設橋梁における橋

梁種別の割合は，I 桁橋：49%，箱桁橋：29%，その他 12%とな

っている。 

・I 桁橋の火災発生割合が多いのは，上記のように単純に I 桁橋現

場の占める割合が多いためと考えられるが，鋼製橋脚や鋼床版桁

の発生数が，種別として占める割合に比べて多いのは，現場溶接

作業などの火気を使用する作業があるためと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施工年度

件数

1980～1989年度 3

1990～1999年度 15

2000～2009年度 27

2010～2014年度 14

合計 59

1980～

1989年度
5%

1990～

1999年度
25%

2000～

2009年度
46%

2010～

2014年度
24%

②橋梁の構造形式

件数

A:Ｉ桁橋 26

B:箱桁橋 11

C:鋼床版桁橋 8

D:鋼製橋脚 6

E:その他 9

合計 60

A:Ｉ桁橋

44%

B:箱桁橋

18%

C:鋼床版

桁橋
13%

D:鋼製橋

脚
10%

E:その他

15%
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・HTB 継手現場が多いのは，構造形式での集計結果と同様に単純

に HTB 継手の橋梁割合が多いためと思われるが，主要工種に火

気を使用する作業がない現場においても火災発生の危険性は高い，

という事を示しているとも考えられる。 

・溶接継手現場の 25%程度という数字は，火気を日常的に使用す

る作業がある割には，イメージ的に低い値の様に思われる。火気

使用=火災の危険有り，と言う事前の心構えの有無が大きいのかも

しれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・施工場所としては，かなりばらけた結果となっている。 

・市街地，道路上などでは火災時の影響も大きいため，火気作業

時にはかなり気を遣い，かつ養生もしっかりとやられていると思

われるが，割合的に少なくはない結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③主構造の継手形式

件数

A:HTB 40

B:現場溶接 11

C:併用継手 3

合計 54

A:HTB
74%

B:現場溶

接
20%

C:併用継

手
6%

④施工場所

件数

A:河川上 17

B:道路上 18

C:鉄道上 1

D:市街地 10

E:陸上部 13

F:その他 3

合計 62

A:河川上

27%

B:道路上

29%

C:鉄道上

2%

D:市街地

16%

E:陸上部

21%

F:その他

5%
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・火災場所としては，桁下，仮設ヤードで約半数を占め，直接作

業を行っている足場上は比較的低い割合となっている。直接作業

を行っている足場上では，常に監視の目があるが，桁下，仮設ヤ

ードでは監視が薄くなりやすいと言った事があるのではないかと

思われる（足場上の火気養生をしっかりとやればやるほど桁下へ

の留意が薄くなる可能性もある）。 

・橋面上での事例が比較的多くあがっている。後述する「何が燃

えたか？」と照らし合わせると，当該箇所では伸縮装置の非排水

材，養生マット，ボルト箱などであり，燃える恐れを意識してい

ないものが，僅かな火の粉などで燃え上がっているものと推察さ

れる。 

・その他の場所としては，電源，通信ケーブルなどの添架物関係

が多い（これも燃える恐れを意識していない可能性大）。 

 

 

 

 

・火災の規模としてはボヤ，部分焼けですんでいるものがほとん

どである。ただし，回答が全ての事例を網羅しているわけではな

いので（大規模に至った火災は回答されていない可能性もあり），

明確には言えないがほぼ実態程度の割合ではないかと思われる。 

・火災の規模と「何が燃えたか？」を照らし合わせると，ボヤ，

部分焼けにおいては草関連（雑草）が多いが，半焼以上では接着

剤シンナー，非排水材，現場詰め所，紙ゴミ関係など多種にわた

っている。燃える恐れをあまり意識していないが，一度火が付く

と燃え広がるものと言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤火災場所

件数

A:桁下ヤード 21

B:仮設ヤード 7

C:箱桁等の桁内 1

D:足場上 12

E:橋面上 8

F:その他 12

合計 61

A:桁下

ヤード
34%

B:仮設

ヤード
11%

C:箱桁等

の桁内
2%

D:足場上

20%

E:橋面上

13%

F:その他

20%

⑥火災の規模

件数

A:小火（ボヤ） 41

B:部分焼け 10

C:半焼 7

D:その他 1

合計 59

A:小火

（ボヤ）
69%

B:部分焼

け
17%

C:半焼

12%

D:その他

2%
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・火災時の工種は直接火気を使用する溶接工が多くなっている。 

・その他としては，吊り金具撤去，伸縮装置取替，既設部材撤去

作業などがあがっており，施工内容にガス切断作業が含まれるも

のが多い。 

・床版工では，その原因が養生時の練炭コンロ使用がほとんどで，

直接的な火気使用に起因している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・火災の原因としては，溶接作業，ガス切断，養生時の練炭コン

ロなど直接的な火気がほとんどを占めている。 

・その他として，コードリールの発熱，発電機の漏電，攪拌機の

火花，ジェットヒーター，ハロゲンライトなどが挙がっており，

機器類の整備，使用方法の不備などに起因しているものと思われ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦火災時の工種

件数

A:準備工 2

B:架設工 6

C:溶接工 17

D:支承工 2

E:塗装工 0

F:床版工 8

G:その他 25

合計 60

　

　

A:準備工

3%

B:架

設工
10%

C:溶接工

28%

D:支承

工
3%

E:塗装工

0%

F:床版工

14%

G:その他

42%

⑧火災の原因

件数

A:溶接作業 16

B:溶断作業(ガス切断等) 27

C:焚き火の火の粉 0

D:練炭コンロ 5

E:その他 11

合計 59

A:溶接作

業
27%

B:溶断作

業(ガス切

断等)

46%

C:焚き

火の火

の粉

0%

D:練炭コ

ンロ
8%

E:その他

19%
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・草関連の火災が多く，養生から漏れた火花，火の粉が監視の薄

い桁下ヤードで燃え移ったものと推測される。 

・その他としては，伸縮装置非排水材，接着剤シンナー，通信ケ

ーブル関係，発電機（燃料），現場詰め所，特殊な養生剤，廃プラ

ゴミなど多様なものが挙がっている。 

・養生シートのボヤなどは 1，2 例挙がっているが，足場自体が

燃えた事例はほとんど挙がっていない。火気使用時には作業箇所

である足場には十分な注意が向けられているためではないかと思

われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・火災後の防火対策としては，更なる防火養生，見張り員の配置，

再教育などの比較的実行しやすい対策の複数実施が多い。 

・その他として，使用材料の可燃性を確認し周知，練炭からヒー

タに変更，発電機から供用電源に変更，燃え広がる恐れのある箇

所への事前散水など，火災原因を考慮した対策なども行われてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨何が燃えたか

件数

A:草関連 20

B:発砲関連 2

C:養生マット 5

D:木製関連 7

E:酸素・アセチレン関連 0

F:その他 28

合計 62

A:草関連

32%

B:発砲関

連
3%C:養生

マット
8%

D:木製

関連
12%

F:その他

45%

⑩火災後の防火対策

件数

A:防火養生 28

B:消火設備の設置 19

C:可燃物の撤去 6

D:見張り員を配置 29

E:教育・周知徹底 23

F:焚き火の禁止 2

G:逆火防止装置 1

H:その他 24

合計 132

A:防火養

生
21%

B:消火設

備の設置
14%

C:可燃物

の撤去
5%

D:見張り

員を配置
22%

E:教育・周

知徹底
17%

F:焚き火

の禁止
2%

G:逆火防

止装置
1%

H:その他

18%
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6.2 コンクリート橋工事における過去の火災事例と分析 

（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会が、2014 年に会員会社に対してアンケート調

査を実施したもののである。 主な分析結果を表-6.2.1に示す。 

 

6.2.1 調査の質問 

 

 調査は「施工中に火災事故を起こした、または火災事故をおこしそうになった（小火などの）経

験ありますか。」というもので、経験がある場合に、以下の項目について調査を実施した。 

 

 ① 施工はいつ頃でしょうか。竣工年度（西暦）を選択してください。 

  （例）1985（年度：1984 年 4 月～1985 年 3 月） 

 ② 施工方法を教えてください。（例）場所打ち工法、張り出し工法 

 ③ 火災（または小火）を起こした場所を教えてください。 

  （例）支保工の底版上、移動作業車直下のヤード 

 ④ 火災（または小火）の規模を教えてください。 

  （例）小火（消防署は来ていない）。小火（消防署が消火）。 

     一部焼け（消防署が消火）。半焼（消防署が消火）。全焼（消防署が消火）。 

 ⑤ 火災（または小火）をおこした時の工種は何でしょうか。 

  （例）主桁工（鉄筋組立溶接時） 

 ⑥ 火災（または小火）原因は何でしょうか。 

   その他の場合や複数原因の場合は、⑥-2 その他に記述ください。 

   A：溶接作業、B：溶断作業（ガス切断等）、C：切断作業（グラインダー切断等）、D：漏電、 

   E：放火・放火の疑い、F：たばこ、 

   G：可燃性物品や危険物等の管理不足（ガソリンの発火など）、H：その他 

 ⑦ 何が燃えたのか教えてください。 

  （例）発砲スチロール、型枠、 エポキシ鉄筋、 野原、 森、 山 

 ⑧ 火災（または小火）後に行った防火対策を教えてください。 

 ⑨ 施主を教えてください。 
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6.2.2 調査の回答 

 調査の回答を表-6.2.1に示す。 

N
o

①
竣
工
年

②
施
工
方
法

③
火
災
場
所

④
火
災
規
模

⑤
火
災
時
の
工
種

⑥
火
災
の
原
因

⑦
何
が
燃
え
た
か

⑧
火
災
後
の
防
火
対
策

⑨
施
主

A
：
桁
架
設

E
：
酸
素
・
ア
セ
関
連

（
ポ
ス
テ
ン
Ｔ
桁
橋
）

（
ア
セ
チ
レ
ン
ボ
ン
ベ

口
か
ら
出
火
）

B
：
支
保
工
場
所
打
ち

H
：
橋
面
上

B
:
発
砲
関
連

B
：
消
火
設
備

（
方
杖
ラ
ー
メ
ン
橋
）

（
伸
縮
遊
間
）

（
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
）

（
消
火
器
の
多
数
設
置
）

E
：
移
動
作
業
車
内

C
：
半
焼

B
：
主
桁
工

D
：
木
製
関
連

A
：
防
火
養
生

（
作
業
台
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
鉄
筋
溶
接
）

（
足
場
上
の
木
製
足
場

板
、
木
製
型
枠
）

（
施
工
場
所
を
薄
鉄
板
（
ブ
リ
キ
板
）
に
て
養
生
）

A
：
桁
架
設

C
：
横
組
工

C
：
養
生
マ
ッ
ト

B
：
2
次
官
庁

（
プ
レ
テ
ン
T
桁
橋
）

（
型
枠
組
立
時
）

（
ス
ポ
ン
ジ
系
）

（
県
、
市
町
村
）

B
：
仮
設
ヤ
ー
ド

A
：
小
火

D
：
仮
設
工

A
：
草
関
連

A
：
防
火
養
生

（
ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン
組
立
時

の
ブ
ー
ム
直
下
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

(
ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン
組
立
中
）

（
山
の
枯
葉
に
切
断
の

破
片
が
落
下
し
た
）

（
切
断
時
は
、
防
炎
シ
ー
ト
内
で
作
業
）

C
：
支
保
工
内

A
：
小
火

D
：
木
製
関
連

A
:
防
火
養
生

（
支
保
工
上
　
足
場
板
）

（
消
防
署
が
消
火
）

（
足
場
板
）

（
溶
接
位
置
で
の
不
燃
シ
ー
ト
の
敷
設
）

A
:
桁
架
設

B
：
仮
設
ヤ
ー
ド

C
：
半
焼

D
：
仮
設
工

A
：
草
関
連

（
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
げ
た
方
式

合
成
床
板
橋
）

（
主
桁
製
作
ヤ
ー
ド
と
し
て
使
用

し
た
本
線
盛
土
の
法
面
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
主
桁
製
作
ヤ
ー
ド
の
解
体
）

（
枯
草
）

A
：
桁
架
設

B
：
仮
設
ヤ
ー
ド

B
：
主
桁
工

D
：
木
製
関
連

E
：
教
育
・
周
知
徹
底

B
：
2
次
官
庁

（
ポ
ス
テ
ン
T
桁
橋
）

（
主
桁
型
枠
の
枕
木
）

(
コ
ン
ク
リ
ー
ト
養
生
時
)

（
枕
木
）

（
レ
ン
タ
ン
設
置
方
法
の
周
知
徹
底
）

（
県
、
市
町
村
）

A
：
小
火

A
：
橋
面
工

E
：
酸
素
・
ア
セ
関
連

E
：
教
育
・
周
知
徹
底

B
：
2
次
官
庁

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
鋼
材
溶
断
時
）

（
酸
素
ホ
ー
ス
劣
化
に

よ
り
ガ
ス
漏
れ
を
お
こ

し
、
ホ
ー
ス
本
体
が
燃

（
安
全
教
育
）

（
県
、
市
町
村
）

F
：
床
版
工

A
：
桁
下
ヤ
ー
ド

A
：
小
火

A
：
橋
面
工

A
：
防
火
養
生

（
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
床
版
工
）

（
桁
下
直
下
の
ヤ
ー
ド
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
地
覆
型
枠
組
立
時
）

（
足
場
上
（
溶
接
箇
所
）
に
防
炎
シ
ー
ト
を
設
置
）

F
：
床
版
工

A
：
桁
下
ヤ
ー
ド

A
：
小
火

F
：
床
版
工

A
：
草
関
連

B
:
消
火
設
備

A
：
国
交
省

（
鋼
橋
場
所
打
ち
床
版
）

（
鋼
橋
直
下
の
ヤ
ー
ド
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
支
保
工
設
置
用
ピ
ー
ス
溶
接
時
）

（
草
）

（
消
火
器
）

（
建
設
省
等
）

C
：
支
保
工
内

B
：
主
桁
工

A
：
防
火
養
生

（
木
製
型
枠
支
保
工
）

（
型
枠
工
）

（
防
炎
マ
ッ
ト
）

A
：
桁
架
設

A
：
小
火

A
：
橋
面
工

B
：
消
火
設
備

B
：
2
次
官
庁

（
プ
レ
テ
ン
ホ
ロ
ー
桁
橋
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
伸
縮
装
置
設
置
工
）

（
消
化
器
設
置
）

（
県
、
市
町
村
）

D
：
移
動
作
業
車
直
下
ヤ
ー
ド

A
：
小
火

B
：
主
桁
工

A
：
草
関
連

A
：
防
火
養
生

（
法
面
植
生
工
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
鋼
材
切
断
作
業
）

（
法
面
保
護
工
（
植
生

工
）
）

（
施
工
場
所
を
防
火
シ
－
ト
に
て
養
生
）

1
4

2
0
0
1

C
：
張
出
工
法

B
：
溶
断
作
業
（
ガ
ス
切
断
等
）

C
：
N
E
X
C
O
（
J
H
）

D
：
木
製
製
支
保
工

E
：
そ
の
他

1
3

2
0
0
0

H
：
橋
面
上

A
：
溶
接
作
業

C
：
養
生
マ
ッ
ト

C
：
養
生
マ
ッ
ト

C
：
N
E
X
C
O
（
J
H
）

1
1

2
0
0
0

A
：
溶
接
作
業

1
2

2
0
0
0

D
：
移
動
支
保
工

A
：
小
火

B
：
溶
断
作
業
（
ガ
ス
切
断
等
）

9
1
9
9
6

C
：
張
出
工
法

H
：
橋
面
上

B
：
溶
断
作
業
（
ガ
ス
切
断
等
）

1
0

1
9
9
7

A
：
溶
接
作
業

7
1
9
9
1

C
：
た
き
火
の
火
の
粉

F
：
た
き
火
の
禁
止

C
：
N
E
X
C
O
（
J
H
）

8
1
9
9
3

A
：
小
火

D
：
レ
ン
タ
ン
コ
ン
ロ

6
1
9
8
6

B
：
支
保
工
場
所
打
ち

A
：
橋
面
工

A
：
溶
接
作
業

E
：
そ
の
他

C
：
可
燃
物
の
撤
去

5
1
9
8
6

C
：
張
出
工
法

B
：
溶
断
作
業
（
ガ
ス
切
断
等
）

C
：
N
E
X
C
O
（
J
H
）

3
1
9
8
5

C
：
張
出
工
法

A
：
溶
接
作
業

C
：
N
E
X
C
O
（
J
H
）

4
1
9
8
5

A
：
桁
下
ヤ
ー
ド

A
：
小
火

B
：
溶
断
作
業
（
ガ
ス
切
断
等
）

G
：
逆
火
防
止
装
置

C
：
N
E
X
C
O
（
J
H
）

2
1
9
8
3

A
：
小
火

A
：
橋
面
工

A
：
溶
接
作
業

C
：
N
E
X
C
O
（
J
H
）

1
1
9
7
9

A
：
桁
下
ヤ
ー
ド

A
：
小
火

A
：
橋
面
工

B
：
溶
断
作
業
（
ガ
ス
切
断
等
）

表
-6
.2
.1

調
査
の
回
答
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N
o

①
竣
工
年

②
施
工
方
法

③
火
災
場
所

④
火
災
規
模

⑤
火
災
時
の
工
種

⑥
火
災
の
原
因

⑦
何
が
燃
え
た
か

⑧
火
災
後
の
防
火
対
策

⑨
施
主

F
：
主
桁
型
枠
内

A
：
小
火

B
：
主
桁
工

B
：
発
砲
関
連

A
：
防
火
養
生

B
：
2
次
官
庁

（
柱
頭
部
底
版
と
側
枠
の
継
ぎ
目
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
鉄
筋
組
立
溶
接
時
）

（
発
砲
面
木
）

（
溶
接
箇
所
直
下
の
型
枠
面
に
ス
パ
ッ
タ
ー
シ
ー
ト
で
養
生
し
た
）

（
県
、
市
町
村
）

A
：
桁
架
設

A
：
桁
下
ヤ
ー
ド

A
：
小
火

C
：
横
組
工

B
：
溶
断
作
業

A
：
草
関
連

C
：
可
燃
物
の
撤
去

A
：
国
交
省

（
ﾌ
ﾟ
ﾚ
テ
ン
Ｔ
桁
橋
）

（
橋
梁
横
の
現
道
法
面
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
横
締
め
）

（
ガ
ス
切
断
等
）

（
草
刈
り
後
処
分
し
て

い
な
か
っ
た
枯
草
）

（
枯
草
を
処
分
し
た
）

（
建
設
省
等
）

H
：
橋
面
上

A
：
橋
面
工

B
：
発
砲
関
連

A
：
防
火
養
生

（
地
覆
型
枠
内
）

（
地
覆
工
（
型
枠
組
立
）
）

（
化
粧
型
枠
（
発
砲
ス

チ
ロ
ー
ル
）
）

（
防
炎
シ
ー
ト
、
型
枠
内
散
水
）

A
：
小
火

B
：
主
桁
工

B
：
発
砲
関
連

B
：
消
火
設
備

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
型
枠
組
立
セ
パ
溶
接
作
業
時
）

（
発
泡
面
木
）

（
消
火
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
、
予
め
型
枠
内
に
水
打
ち
を
行
っ
た
。
）

E
：
移
動
作
業
車
内

A
：
小
火

B
：
主
桁
工

C
：
養
生
マ
ッ
ト

C
：
可
燃
物
の
撤
去

A
：
国
交
省

（
箱
桁
内
・
ワ
ー
ゲ
ン
作
業
床
）

（
消
火
器
、
バ
ケ
ツ
の
水
２
杯
程
度
で
消
火
）

（
棚
筋
溶
接
時
、
P
C
鋼
材

ガ
ス
切
断
時
）

（
ス
ポ
ン
ジ
タ
イ
プ
）

（
溶
接
、
ガ
ス
切
断
作
業
箇
所
等
か
ら
可
燃
物
を
撤
去
）

（
建
設
省
等
）

A
：
桁
架
設

H
：
橋
面
上

A
：
小
火

A
：
橋
面
工

B
：
発
砲
関
連

B
：
消
火
設
備

A
：
国
交
省

（
ポ
ス
H
セ
グ
メ
ン
ト
）

（
地
覆
の
底
版
型
枠
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
地
覆
工
（
型
枠
組
立
セ
パ

溶
接
時
）
）

（
発
泡
面
木
）

（
溶
接
作
業
箇
所
の
散
水
・
湿
潤
と
防
火
水
の
配
備
）

（
建
設
省
等
）

D
：
移
動
作
業
車
下
ヤ
ー
ド

A
：
小
火

B
：
主
桁
工

A
：
草
関
連

A
：
防
火
養
生

（
橋
梁
直
下
の
山
林
）

（
消
防
署
が
消
火
）

（
波
型
鋼
板
溶
接
時
）

（
山
林
）

（
下
段
作
業
台
上
の
防
炎
シ
ー
ト
増
設
お
よ
び
高
圧
洗
浄
機
の
追
加
設

置
）

A
：
桁
架
設

G
：
横
組
内

A
：
小
火

C
：
横
組

B
：
発
砲
関
連

A
：
防
火
養
生

A
：
国
交
省

（
プ
レ
テ
ン
T
桁
橋
）

（
支
点
横
桁
型
枠
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

工
（
型
枠
組
み
立
て
工
）

（
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
）

（
防
炎
シ
ー
ト
使
用
、
散
水
し
な
が
ら
の
施
工
）

（
建
設
省
等
）

D
：
移
動
作
業
車
直
下
の

B
：
一
部
焼
け

A
：
橋
面
工

A
：
草
関
連

A
：
防
火
養
生

ヤ
ー
ド

（
消
防
署
が
消
火
）

（
壁
高
欄
工
）

（
山
）

（
バ
ケ
ツ
及
び
高
圧
洗
浄
機
の
消
火
設
備
、
部
分
的
に
足
場
上
を
石
綿

の
布
で
塞
い
だ
。
）

D
：
移
動
作
業
車
直
下
の

B
：
一
部
焼
け

D
：
仮
設
工

B
：
溶
断
作
業

A
：
草
関
連

B
：
消
火
設
備

A
：
国
交
省

ヤ
ー
ド

（
消
防
署
が
消
火
）

（
ワ
ー
ゲ
ン
解
体
工
）

（
ガ
ス
切
断
等
）

（
森
）

（
ガ
ス
切
断
時
は
職
員
又
は
世
話
役
の
配
置
・
　
防
火
設
備
の
増
設

（
消
火
器
・
防
火
用
水
）
）

（
建
設
省
等
）

C
：
支
保
工
内

A
：
小
火

D
：
仮
設
工

B
：
溶
断
作
業

A
：
草
関
連

D
：
見
張
り
員

（
支
保
工
の
下
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
支
保
工
組
立
時
）

（
ガ
ス
切
断
等
）

（
下
の
雑
草
）

（
常
時
散
水
し
て
作
業
、
落
下
防
護
用
の
受
台
を
設
置
し
て
作
業
、
見

張
り
員
の
配
置
）

A
：
桁
下
ヤ
ー
ド

B
：
一
部
焼
け

E
：
支
承
工

A
：
溶
接
作
業

A
：
草
関
連

D
：
見
張
り
員

（
橋
脚
下
の
民
地
植
林
地
）

（
植
林
地
・
下
草
5
0
0
ｍ

2
程
度
、
消
防
署
が
消
火
）

（
ポ
ス
ト
ス
ラ
イ
ド
工
）

（
溶
接
の
手
直
し
の
た
め
の

ガ
ウ
ジ
ン
グ
作
業
）

（
植
林
地
下
草
）

（
防
炎
シ
ー
ト
囲
い
の
強
化
、
見
張
り
員
配
置
、
初
期
消
火
設
備
の
強

化
）

A
：
桁
架
設

A
：
桁
下
ヤ
ー
ド

A
：
小
火

B
：
主
桁
工

B
：
溶
断
作
業

A
：
草
関
連

D
：
見
張
り
員

B
：
2
次
官
庁

（
単
純
ポ
ス
テ
ン
T
桁
橋
）

（
桁
下
の
河
川
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
吊
金
具
切
断
時
）

（
ガ
ス
切
断
等
）

（
河
川
枯
草
）

（
切
断
箇
所
の
防
炎
囲
み
、
監
視
人
配
置
）

（
県
、
市
町
村
）

A
：
桁
架
設

H
：
橋
面
上

A
：
橋
面
工

B
：
溶
断
作
業

B
：
発
砲
関
連

A
：
防
火
養
生

（
ポ
ス
テ
ン
 
セ
グ
メ
ン
ト
工
）

（
伸
縮
装
置
の
目
地
）

（
伸
縮
装
置
工
（
伸
縮
装
置

組
立
溶
接
時
）
）

（
ガ
ス
切
断
等
）

（
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
）

（
散
水
）

A
：
桁
架
設

H
：
橋
面
上

A
：
小
火

A
：
橋
面
工

B
：
発
砲
関
連

A
：
防
火
養
生

B
：
2
次
官
庁

（
T
セ
グ
　
ガ
ー
タ
ー
架
設
）

（
橋
台
と
橋
体
の
遊
間
目
地
）

（
消
防
署
は
来
て
い
な
い
）

（
伸
縮
装
置
工
）

（
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
）

（
散
水
溶
接
前
に
水
を
散
布
す
る
）

（
県
、
市
町
村
）

2
9

2
0
1
3

A
：
溶
接
作
業

2
7

2
0
1
0

2
8

2
0
1
3

A
：
小
火

D
：
J
R
T
T
、
J
R

2
5

2
0
0
9

E
：
押
出
工
法

D
：
J
R
T
T
、
J
R

2
6

2
0
0
9

C
：
張
出
工
法

C
：
N
E
X
C
O
（
J
H
）

2
3

2
0
0
8

C
：
張
出
工
法

A
：
溶
接
作
業

C
：
N
E
X
C
O
（
J
H
）

2
4

2
0
0
9

C
：
張
出
工
法

2
1

2
0
0
7

C
：
張
出
工
法

A
：
溶
接
作
業

C
：
N
E
X
C
O
（
J
H
）

2
2

2
0
0
8

A
：
溶
接
作
業

1
9

2
0
0
4

C
：
張
出
工
法

A
：
溶
接
作
業

2
0

2
0
0
7

A
：
溶
接
作
業

A
：
溶
接
作
業

2
次
官
庁

1
8

2
0
0
4

B
：
支
保
工
場
所
打
ち

F
：
主
桁
型
枠
内

A
：
溶
接
作
業

E
：
そ
の
他

1
6

2
0
0
1

1
7

2
0
0
3

B
：
支
保
工
場
所
打
ち

A
：
小
火

1
5

2
0
0
1

C
：
張
出
工
法

A
：
溶
接
作
業
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6.2.3 調査結果の分析 

 調査結果の分析を図-6.2.1に示す。 
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